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R e s p o n s e s  o f  m o n k e y  t h a ] a m u s  t o  n o c l c e p t l v e
S t l m u l i
A i k a w a ,  S .  a n d  N a k a h a m a ,  H
5
6
B r a ] n  R e s . 1 2
M e d , 9 6
N a k a h a m a ,  H . , 1 S h i i ,  N . ,  Y a m a m o t o ,  M .  a n d  s a i t o ,  H
S t o c h a s t l c  d e p e n d e n c y  o f  n e u r a 1 1 m p u ] s e
S e q u e n c e s
2 1 9 - 2 3 4
7
2 6 4 - 2 6 7
K a t o ,  H . ,  Y a m a m o t o ,  M .  e n d  N a k a h a m a ,  H .  a 9 7 D
I n t r a c e 1 1 U l a r  r e c o r d l n g s  f r o m  t h e  l a t e r a l
g e n l c u ] a t e  n e u r o n s  o f  c a t .
J p n 、  J .  p h y s l 0 1 . 2 1 : 3 0 7 - 3 2 3
N a k a h a m a ,  H . , 1 S h i i ,  N . ,  Y a m a m o t o ,  M .  a n d  s a i t o ,  H . ( 1 9 7 1 )
S t o c h a s t l c  p r o p e r t l e s  o f  s p o n t a n e o u s  l m p u l s e
a c t l v l t y  l n  c e n t r a l  s l n g ] e  n e u r o n s .
M e d . 1 0 4T o h o k u  J
8
T o h o k u  J
e x p
9
T o h o k u  J
M e d . 1 0 2
N a k a h a m a , H . , 1 S h i i ,  N .  a n d  Y a m a m o t o ,  M .  a 9 7 2 )
M a r k o v  p r o c e s s  o f  m a l n t a l n e d  i m p u l s e  a c t i v i t y  i n
C e n t r a l  s l n g } e  n e u r o n s
K y b e r n e t i k  1 1 : 6 1 - 7 2
e x p
4 1 3 - 4 1 4
( 1 9 7 D
M e d . 1 0 31 1 7 - 1 1 8
e x p
? ?
10 Sato, T., Yamamoto, M. and Nakahama, H.(1973)
Influence of synchronlzed sleep upon spontaneous
and induced dlschar宮es of sln宮le unlt ln ⅥSual
System
Ⅱ Saito, H., Yamamoto, M.,1Wai, E. and Nakahama, H. a973)
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EHects of cytidine diphosphate choline on the
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中 浜 博  a 9 6 8 )
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生 理 学 通 論 , 1  興 奮 ・ 収 縮 ・ 学 習 の 生 理 ,  P P . 2 2 8
Ⅱ 感 覚 と 運 動 の 生 理 ,  P P . 2 1 9
Ⅲ 内 臓 感 覚 の 生 理 ,  P P . 2 3 0
共 立 出 版
中 浜 博 , 山 本 光 璋 , 石 井 直 宏  a 9 7 3 )
情 報 処 理 装 置 : 概 論 , 医 用 電 子 計 算 機
産 婦 人 科 の 九 め の 医 学 エ レ ク ト ロ ニ ク ス ,
鈴 木 雅 州 編 , 5 3 3 - 5 5 6 , 南 江 堂
博 , 西 岡 伸 子





a 9 6 9 )
情 報 科 学 講 座 ,  B . 8 . 1





中 枢 神 経 系 制 御
博 , 西 岡 伸 子  a 9 7 5 )
機 能 回 復 の 中 枢 神 経 生 理 学
6
神 経 の 変 性 と 再 生 , そ の 基 礎 と 応 用
草 問 敏 夫 , 中 沢 恒 幸 編 , 3 船 一 3 1 7 , 医 学 書 院
博 , 山 本 光 璋 , 藤 井 亀 , 綾 皓 二 郎  a 9 7 8 )
神 経 イ ン パ ル ス 系 列 の 統 計 的 性 質
生 体 の 制 御 情 報 シ ス テ ム , 宇 都 宮 敏 男 編 ,




博 , 山 本 光 璋  a 9 8 の
痛 み の 測 定 , ^ 熱 刺 激 に よ る 測 定
痛 み 一 基 礎 と 臨 床 一 , 市 岡 正 道 , 中 浜 博 ,
山 村 秀 夫 編 , 2 0 - 2 7 , 朝 倉 書 店
8
中 1 兵 博  a 9 8 の
痛 み と 中 枢 神 経 系 ^ 痛 み と 延 散 上 位 構 造 ^
痛 み 一 基 礎 と 臨 床 一 , 市 岡 正 道 , 中 浜 博 ,
山 村 秀 夫 編 , 9 7 - 1 0 8 , 朝 倉 書 店
9 中i兵 博 a98の
痛覚作用機序









2 Nakahama, H., suzuki, H., Yamamoto, M., Aikawa, S. and Nlshloka,
S. a967)
A statlstlcal ana]ysls of spontaneous actlvlty of
Centra] neurons
Informatlon processlng of unlt























中 浜 博 , 山 本 光 璋 , 石 井 直 宏 , 加 藤 宏 司 , 佐 藤 孝 行 , 斎 藤 博 ,
古 和 田 正 悦 , 加 藤 峻 , 友 野 啓 康  a 9 6 8 )
脳 波 と 神 経 イ ン ハ ゜ ノ レ ス の 電 子 計 算 機 に よ る 分 析
第 1 7 回 日 本 脳 波 学 会 総 会 抄 録 集 ,  B - 5 1
8
中 浜
博  a 9 6 8 )
深 部 脳 に お け る 運 動 系 と 感 覚 系 と の 相 互 関 係
第 1 7 回 日 本 脳 波 学 会 抄 録 集 , Ⅱ 一 3
博 , 石 井 直 宏 , 山 本 光 璋 , 加 藤 宏 司 , 佐 藤 孝 行 , 斎 藤 博  a 9 6 9 )
オ ペ ラ ン ト 条 件 づ け 過 程 に お け る 数 量 化
第 4 6 回 日 本 生 理 学 会 総 会 予 稿 集 , 3 4 0
博 , 山 本 光 璋 , 石 井 直 宏 , 加 藤 宏 司  a 9 6 9 )
電 子 計 算 機 に よ る 神 経 イ ン パ ル ス の デ ー タ 処 理
第 8 回 日 本 M E 学 会 大 会 予 稿 集 ,  S Ⅲ 一 1 6
博 , 石 井 直 宏 , 山 本 光 璋 , 斎 藤 博  a 9 7 0 )
脳 に お け る イ ン ハ ゜ ノ レ ス 系 列 の 時 問 従 属 性
第 4 7 回 日 本 生 理 学 会 総 会 予 稿 集 , 1 2 2 2
博 , 山 本 光 璋 , 加 藤 宏 司 , 佐 藤 孝 行  a 9 7 の
自 発 放 電 と 反 応 ハ ゜ タ ー ン の 関 連 性 に つ い て
第 4 7 回 日 本 生 理 学 会 総 会 予 稿 集 , 3 1 8 7
博 , 石 井 直 宏 , 山 本 光 璋  a 9 7 の
神 経 ス パ イ ク 系 列 の 統 計 的 性 質
第 9 回 日 本 M E 学 会 大 会 予 稿 集 ,  A 一 Ⅱ
佐 藤 元 , 伊 藤 久 雄 , 玉 置 拓 夫 , 池 田 正 夫  a 9 7 の博 , 山 本 光 璋 ,
痛 党 計 の 実 用 化
第 9 回 日 本 M E 学 会 大 会 予 稿 集 ,  C - 1 9
博 , 山 本 光 璋 , 加 藤 宏 司 , 佐 藤 孝 行  a 9 7 D
ニ ュ ー ロ ン の 自 発 放 電 と 誘 発 放 電 に 対 す る 脳 波 の 影 響
第 4 8 回 日 本 生 理 学 会 大 会 , 3 A 3 0
博 , 石 井 直 宏 , 山 本 光 璋  a 9 7 D
神 経 ス パ イ ク 系 列 の マ ル コ フ 性 に つ い て


























































木 肌 憲 佐 , 嶋 啓 節 , 桜 田 忍 , 姉 崎 健 , 中 浜 博  a 9 7 6 )
中 脳 単 一  n e u r o n  活 動 に 対 す る  m o r p h i n e  の 影 粋
第 4 9 回 日 本 薬 理 学 会 大 会 予 稿 集 , 1 7 4
[ 1 ] 浜
博 , 山 本 光 璋 , 石 井 直 宏 , 桜 田 忍 , 嶋 啓 節  a 9 7 4 )
慢 姓 ネ コ か ら 同 時 導 出 し 九 脳 単 ー ニ ュ ー ロ ン の 時 系 列 分 析
第 5 1 回 生 理 学 会 大 会 予 稿 集 ,
2 8
N a k a h a m a ,  H . ,  Y a m a m o t o ,  M . , 1 S h ] ] ,  N . ,  s a l o ,  T . ,  F u j i i ,  H .  a n d
O b a l a ,  T . ( 1 9 7 4 )
M a r k o v  p r o p e r t l e s  o f  s p i k e  t r a ] n s  r e c o r d e d  f r o m
C e n t r a l  s ] n g ] e  n e u r 0 れ S .
8 t h  l n t e r n a t i o n a ]  B l o m e t n c  c o n f e r e n c e
( c o n s t a n t a / R o m a n i a )
中 浜 博 , 山 本 光 璋 , 石 井 [ a 宏 , 藤 井 亀 , 谷 裕 一 ・ 郎  a 9 7 5 )
神 絖 ス パ イ ク 系 列 の マ ル コ フ 陛 と 定 常 性
第 1 4 回 日 本 M E 学 会 大 会 予 稿 集 , 2 - E - 1 7
中 浜 博 , 石 井 直 宏 , 山 本 光 璋 , 藤 井 亀 , 谷 裕 一 郎  a 9 7 5 )
神 経 ス ハ ゜ イ ク 系 列 の 正 規 過 程 へ の 変 換 に よ る マ ル コ フ 性 の
推 定 に つ い て
第 1 4 回 日 本 M E 学 会 大 会 予 稿 集 , 2 ・ E 、 ・ 1 8
中 浜 博 , 山 本 光 璋 , 石 井 直 宏 , 佐 藤 孝 行 , 藤 井 亀 , 谷 裕 ・ 一 郎 , 綾 皓 二 郎
a 9 7 5 )
単 一 ー ニ ュ ー ロ ン 活 動 の マ ノ レ コ フ 性




A ・ 1 3 0
3 2
中 1 兵
博 , 山 本 光 璋  a 9 7 6 )
痛 覚 計 呈 装 置 の 改 良 と そ の 実 用 化




裕 ・ 一 郎 , 中 浜 博 , 山 本 光 璋 , 佐 藤 利 三 郎  a 9 7 の
単 一 視 索 線 維 活 動 の マ ル コ フ 性 に 関 す る 非 定 常 解 析
電 子 通 信 学 会 医 用 電 子 ・ ・ 生 体 工 学 研 究 会 資 料 ,











































シ ン ポ ジ
ヰ ] 1 兵 博  a 9 7 9 )
様 識 に つ い し
4 4
第 2 7 回 宮 城 県 脳 卒 中 治 療 研 究 会
博 , 1 b 本 光 璋 , 藤 井 砥 , 綾 皓 _ 丁 . 郎 , 嶋 慾 節  a 9 7 9 )
神 経 イ ン パ ノ レ ス 系 列 の マ ル コ フ 仙 に 関 す る 点 推 定
第 1 8 回 日 本 M E 学 会 大 会 論 文 条 , 1  D ・ 2 6
博 , 綾 皓 二 郎 , ル 1 本 光 璋 , 嶋 啓 節 , 藤 井  f n  a 9 7 8 )
マ ル コ フ 性 に 関 す る 非 定 ' 常 卸 僻 斤 と 視 索 線 維 活 動 へ の 応 用
第 1 8 回 日 本 M E 学 会 大 会 論 文 架 . 2 ・ D - 2 6
ヰ 1 i 兵
4 5
1 1 1 浜
4 6
N a k a h a m a , 王 1 . ,  Y a m a m o t o ,  M . ,  F U ] H ,  H . ,  A y a ,  K .  a n d  s h ] m a ,  K
a 俳 9 )
D e p e n d e n c y  b e s e d  o n  s h a n n o n ' s  e n t r o p y  a n d  i t s
a p P 1 1 C e t l o n
T h e  5 t h  l n t e r n a t l o n a ]  s y m p o s l u m  o n
I n f o r m a t i o n  T h e o r y  ( T b i ] i s v u s s R )
4 7
I P 浜 .
博 , 山 本 光 璋  a 9 7 9 )
幅 射 熱 に よ る 発 痛 装 羅 と そ の 応 用
卸 打 也 1 痛 み の 研 究 会 抄 録 染 , 1 8 - 1 9
4 8
ヰ リ 兵
博 , 山 本 光 輝 , 綾 皓 _ 、 、 郎 , 嶋 轉 節  a 9 8 D
体 性 感 覚 恬 報 の 符 号 化 機 序
ー ー 背 側 綣 線 核 ニ ュ ー ロ ン の 発 身 ヤ ぐ タ ー ン ・ ー ー
四
山 本 光 璋 , 中 浜 博  a 9 8 D
神 経 イ ン パ ル ス 時 系 列 の 非 定 ' 常 解 析
第 5 回 東 北 人 学 応 用 恬 桃 学 セ ン タ
ウ ム i 兪 文 集 , 3 5 ・ ・ 4 4
5 0
山 本 光 障 , 中 浜 博  a 9 8 2 )
N o n - h o m o g e n e o u s  n e u r o n a l  s p i k e  t r a l n  の マ ノ レ コ フ 分 ; 斤
第 2 3 回 大 阪 大 学  B M E 研 究 会 資 料 , 3 7 - 4 2 、
昭 和 5 5 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 釡 総 合 研
究 ( A ) 「 相 垰 ¥ ・ ザ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス ー 神 経
恬 報 の 符 号 化 機 序 」 ( 代 表 者 東 北 大 学 中









53 Yamamoto, M. and Nakahama, H.(1983)
Markov propertles of slngle neuronal act1Ⅵtles
dunng sleep-waklng states,






























大 槻 泰 介 , 新 妻 博 , 中 浜 博  a 9 8 4 )
C a p s a i c i n 末 梢 神 経 投 与 に よ る 鎮 痛 効 果 ^ ラ ッ ト 持 続
痛 モ デ ル を 用 い て ^
第 6 回 日 本 癒 痛 学 会 口 演 要 旨 集 , 2 7
6 0
山 内 祐 一 , 稲 瀬 正 彦 , 山 本 光 璋
転 換 反 応 と し て の m i n o r
6 1
山 本 光 璋 , 中 浜 博  a 9 8 4 )
睡 眠 の 機 能 と 単 ー ニ ュ ー ロ
6 2
a 9 8 4 )
C a u s a l g i a ^ 行 動 療 法 の 奏 効 例 ^
第 6 回 日 本 癒 痛 学 会 口 演 要 旨 集 , 5 8
山 本 光 璋 , 中 浜 博 , 嶋 啓 節  a 9 8 4 )
睡 眠 ・ 覚 醒 時 に お け る 脳 単 ー ニ ニ ー ロ ン 活 動 の 時 系 列 分 析 シ ス テ ム
電 子 通 信 学 会 医 用 電 子 ・ 生 体 工 学 研 究 会 資 料 ,
M B E  8 4 - 5 4 , 6 1 - 6 8
6 3
ン 活 動 の マ ル コ フ 性
昭 和 5 9 年 度 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 総 合 研
究 ( A ) 「 生 体 細 胞 の ゆ ら ぎ と ラ ン ダ ム な
信 号 の 機 能 的 役 割 」 ( 代 表 者 東 北 大 学 沢
田 康 次 ) 研 究 発 表 会 資 料  5 - 6
山 本 光 璋 , 中 浜 博 , 嶋 啓 節 , 児 玉 亨 , 虫 明
元
( 1 9 8 5 )
睡 眠 行 動 と 脳 単 ー ニ ュ ー ロ ン 活 動
日 本 生 理 学 会 雑 誌 , 4 7 : 1 6 5
6 4
山 本 光 璋 , 中 浜 博 , 嶋 啓 節 , 児 玉
亨 虫 明 元  a 9 8 5 )
,
脳 単 ー ニ ュ ー ロ ン 活 動 の 時 系 列 分 析 法 と そ の 睡 眠 時 活 動 へ の 応 用
第 1 0 回 日 本 睡 眠 学 会 抄 録 集 , 1 8
6 5
A y a ,  K . ,  N a k a h a m a ,  H .  a n d  F u j i i ,  H . ( 1 9 8 5 )
P h y s l c a ]  a s p e c t s  o f  a  m a x l m u m  e n t r o p y  c r i t e r i o n
f o r  l n f o r r 、 a t l o n  t r e n s m l s s l o n  l n  s t a t l o n a r y
n o n e q u l ] i b n u m  s y s t e m s .
A b s t r a c t  o {  1 n t e r n a t i o n a ]  s y m p o s i u t n
O n  M a t h e m a t i c a l  B i 0 1 0 g y . 1 2 3
山 本 光 璋 , 中 浜 博 , 綾 皓 二 郎  a 9 8 5 )
慢 性 動 物 に お け る 神 経 イ ン ハ ゜ ノ レ ス 系 列 の ヨ 打 則 と 解 析
第 1 回 日 本 M E 学 会 専 門 別 研 究 会 , 生 体 時 系



















虫明元,中浜博,山本光璋,嶋啓節 a986)児玉 亨 ,
睡眠.覚醒時における海馬ニューロン活動の時系列分析
日本生理学雑誌 48:282
虫明元,児玉亨,中浜博,山本光璋,嶋啓節 a986)
海馬ニューロン活動,θ波およびPG0活動の相関分析
日本生理学雑誌 48:2別
68.
博 a986)
過去・現在・未来
69
70
71
72
一最終講義一
東北医学雑誌
21
73
74 中浜
